
(57)【要約】
【課題】バインダー樹脂に固体潤滑剤を添加した摺動部材用組成物であって、摺動部材表
面に適用されたとき、摩擦・摩耗特性や塗膜強度特性を改善せしめた被膜を形成し得るも
のを提供する。
【解決手段】バインダー樹脂 100重量部、固体潤滑剤 5～ 100重量部および充填剤 20～ 40重
量部を含有してなる摺動部材用組成物。充填剤としては、層状構造を有しかつその吸油量
が 40～ 100ml/100gであるもの、好ましくは焼成カオリンまたは乾式カオリンが用いられる
。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ イ ン ダ ー 樹 脂 100重 量 部 、 固 体 潤 滑 剤 5～ 100重 量 部 お よ び 充 填 剤 20～ 40重 量 部 を 含 有
し て な る 摺 動 部 材 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 バ イ ン ダ ー 樹 脂 が ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 、 エ ポ キ シ
樹 脂 ま た は フ ェ ノ ー ル 樹 脂 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 摺 動 部 材 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 固 体 潤 滑 剤 が フ ッ 素 化 ポ リ マ ー 、 二 硫 化 モ リ ブ デ ン ま た は 二 硫 化 タ ン グ ス テ ン で あ る 請
求 項 １ 記 載 の 摺 動 部 材 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 充 填 剤 が 層 状 構 造 を 有 し 、 か つ そ の 吸 油 量 が 40～ 100ml/100gで あ る 請 求 項 １ 記 載 の 摺 動
部 材 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 層 状 構 造 を 有 す る 充 填 剤 が 焼 成 カ オ リ ン ま た は 乾 式 カ オ リ ン で あ る 請 求 項 ４ 記 載 の 摺 動
部 材 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 摺 動 部 材 の 表 面 に 適 用 さ れ 、 そ こ に 被 膜 を 形 成 せ し め る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記
載 の 摺 動 部 材 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 摺 動 部 材 用 組 成 物 か ら 形 成 さ れ る 被 膜 を 、 そ の 表 面 に 形 成 さ せ た 摺 動 部
材 。
【 請 求 項 ８ 】
　 2～ 50μ mの 膜 厚 の 被 膜 が 形 成 さ れ た 請 求 項 ７ 記 載 の 摺 動 部 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 摺 動 部 材 用 組 成 物 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 摺 動 部 材 表 面 に 適 用 さ れ た と
き 、 摩 擦 ・ 摩 耗 特 性 や 塗 膜 強 度 特 性 を 改 善 せ し め た 被 膜 を 形 成 さ せ る 摺 動 部 材 用 組 成 物 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 フ ッ 素 樹 脂 や ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 樹 脂 等 の バ イ ン ダ ー 樹 脂 に PTFEで 代 表 さ れ る フ ッ
素 化 ポ リ マ ー 、 グ ラ フ ァ イ ト 、 二 硫 化 モ リ ブ デ ン 等 の 固 体 潤 滑 剤 を 配 合 し た 組 成 物 か ら 形
成 さ れ る 被 膜 を 、 そ の 表 面 に 形 成 さ せ た 摺 動 部 材 が 知 ら れ て い る 。 こ こ で 、 摺 動 部 材 表 面
に 形 成 さ れ た 被 膜 は 、 摩 擦 係 数 の 低 減 や 耐 摩 耗 性 、 耐 焼 き 付 き 性 等 に 寄 与 し て お り 、 こ れ
ら の 特 性 を 得 る た め に は 、 そ れ ぞ れ の 組 成 を 基 礎 と す る 適 当 な 塗 膜 厚 範 囲 と い う も の が 存
在 す る 。 こ の 際 、 被 膜 の 膜 厚 精 度 を 上 げ る た め 、 あ る い は コ ス ト ダ ウ ン の た め 、 適 正 範 囲
以 下 の 薄 い 被 膜 厚 に し て し ま う と 、 被 膜 の 強 度 が 低 下 し 、 脆 い 被 膜 と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 薄 膜 で し か も 被 膜 強 度 を 保 つ た め に は 、 バ イ ン ダ ー と な る 樹 脂 の 強 度 を 上 げ た り 、 も し
く は 固 体 潤 滑 剤 の 配 合 比 率 を 減 ら す と い っ た 手 段 が あ る 。 し か し な が ら 、 一 般 的 な 高 強 度
用 樹 脂 は 価 格 が 高 く 、 ま た 摩 耗 特 性 を 大 幅 に 低 下 さ せ る と い っ た 欠 点 が み ら れ る 。 ま た 、
固 体 潤 滑 剤 の 配 合 比 率 を 減 ら す と 、 従 来 の 被 膜 厚 で は 目 的 と す る 摩 擦 係 数 の 低 減 や 耐 摩 耗
性 と い っ た 良 好 な 摩 擦 ・ 摩 耗 特 性 が 得 ら れ 難 く な る 。 こ の よ う に 、 塗 膜 の 強 度 と 摩 擦 ・ 摩
耗 特 性 と を 両 立 さ せ る こ と は 困 難 な 状 況 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 樹 脂 ま た は ポ リ イ ミ ド 樹 脂 、 グ ラ フ ァ イ ト お よ び ク
レ ー か ら な る 摩 擦 調 整 剤 を 含 有 す る 摺 動 部 材 が 記 載 さ れ て お り 、 さ ら に PTFE、 MoS 2 、 Pbま
た は BNお よ び オ イ ル か ら な る 潤 滑 剤 を 添 加 し 得 る と さ れ て い る が 、 吸 油 量 に つ い て の 言 及
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は な い 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 フ ッ 素 樹 脂 100重 量 部 に 対 し て 用 い ら れ る バ イ ン ダ ー が 5
0～ 400重 量 部 で あ っ て 、 か つ モ ー ス 硬 度 が 2.0～ 5.0の 耐 摩 耗 性 付 与 剤 が フ ッ 素 樹 脂 に 対 し
て 0.05～ 12体 積 ％ 含 ま れ て い る コ ー ト 層 を ピ ス ト ン の 外 周 面 に 設 け る こ と が 記 載 さ れ て い
る が 、 耐 摩 耗 性 付 与 剤 の 配 合 量 が 少 な く 、 ま た 層 状 構 造 に つ い て の 言 及 は み ら れ な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ， ５ １ ７ ， ６ ０ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ９ ０ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 バ イ ン ダ ー 樹 脂 に 固 体 潤 滑 剤 を 添 加 し た 摺 動 部 材 用 組 成 物 で あ っ て 、
摺 動 部 材 表 面 に 適 用 さ れ た と き 、 摩 擦 ・ 摩 耗 特 性 や 塗 膜 強 度 特 性 を 改 善 せ し め た 被 膜 を 形
成 し 得 る も の を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か か る 本 発 明 の 目 的 は 、 バ イ ン ダ ー 樹 脂 100重 量 部 、 固 体 潤 滑 剤 5～ 100重 量 部 お よ び 充
填 剤 20～ 40重 量 部 を 含 有 し て な る 摺 動 部 材 用 組 成 物 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 充 填 剤 と し て は
、 層 状 構 造 を 有 し か つ そ の 吸 油 量 が 40～ 100ml/100gで あ る も の 、 好 ま し く は 焼 成 カ オ リ ン
ま た は 乾 式 カ オ リ ン が 用 い ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 摺 動 部 材 用 組 成 物 は 、 バ イ ン ダ ー 樹 脂 お よ び 固 体 潤 滑 剤 に 加 え て 層 状 構 造
を 有 し か つ そ の 吸 油 量 が 40～ 100ml/100gで あ る 充 填 剤 、 好 ま し く は 焼 成 カ オ リ ン を 添 加 し
て い る の で 、 そ れ を 摺 動 部 材 、 例 え ば 自 動 車 エ ン ジ ン の ピ ス ト ン や エ ア コ ン の コ ン プ レ ッ
サ 用 摺 動 部 材 の 表 面 に 適 用 し た と き 、 そ こ に 形 成 さ れ た 被 膜 は 摩 擦 ・ 摩 耗 特 性 や 強 度 特 性
に す ぐ れ て い る と い う 特 徴 を 有 す る 。 ま た 、 こ こ に 形 成 さ れ た 被 膜 は 、 従 来 の 適 正 被 膜 厚
よ り も 薄 く す る こ と が で き 、 従 来 の 被 膜 厚 の も の と 同 等 以 上 の 摩 擦 ・ 摩 耗 特 性 と 塗 膜 強 度
特 性 と を 両 立 さ せ る こ と を 可 能 と し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 バ イ ン ダ ー 樹 脂 と し て は 、 例 え ば ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド
樹 脂 等 の 熱 可 塑 性 樹 脂 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 等 の 熱 硬 化 性 樹 脂 が 用 い ら れ 、 好
ま し く は ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 が 用 い ら れ る 。 こ れ ら の 樹 脂 は 、 耐 熱 性
を 有 し て お り 、 比 較 的 可 撓 性 が あ る と い う 性 質 を 利 用 し て 耐 荷 重 性 を 高 め る た め に 使 用 さ
れ 、 さ ら に 曲 げ 加 工 が で き る た め 、 バ イ メ タ ル 材 の ハ ウ ジ ン グ へ の 変 形 固 定 を 可 能 と す る
。 ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 樹 脂 と し て は 、 m-フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン 、 p-フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン 、 4,4
′ -ジ ア ミ ノ ジ フ ェ ニ ル エ ー テ ル 、 4,4′ -ジ ア ミ ノ ジ フ ェ ニ ル メ タ ン 等 の 芳 香 族 ジ ア ミ ン
、 好 ま し く は こ れ ら 芳 香 族 ジ ア ミ ン の 2種 類 以 上 と 芳 香 族 ト リ カ ル ボ ン 酸 無 水 物 、 好 ま し
く は 無 水 ト リ メ リ ッ ト 酸 と の 縮 重 合 物 が 用 い ら れ る 。 ま た 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 と し て は 、 ポ
リ エ ス テ ル イ ミ ド 、 芳 香 族 ポ リ イ ミ ド 、 ポ リ エ ー テ ル イ ミ ド 、 ビ ス マ レ イ ミ ド 型 ポ リ イ ミ
ド 、 ナ ジ ッ ク 酸 ま た は そ の 誘 導 体 等 を 分 子 の 両 末 端 に 有 す る ポ リ イ ミ ド 等 の 溶 媒 可 溶 性 ポ
リ イ ミ ド が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 固 体 潤 滑 剤 と し て は 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 〔 PTFE〕 、 テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン
-パ ー フ ル オ ロ (ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル )共 重 合 体 、 テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン -ヘ キ サ フ ル
オ ロ プ ロ ペ ン 共 重 合 体 、 テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン -エ チ レ ン 共 重 合 体 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ
デ ン 、 エ チ レ ン -ク ロ ロ ト リ フ ル オ ロ エ チ レ ン 共 重 合 体 等 の フ ッ 素 化 ポ リ マ ー 、 二 硫 化 モ
リ ブ デ ン 、 二 硫 化 タ ン グ ス テ ン 等 が 用 い ら れ る 。 PTFEは 、 テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン の 乳 化
重 合 、 け ん 濁 重 合 、 溶 液 重 合 な ど に よ っ て 得 ら れ 、 そ れ を 熱 分 解 、 電 子 線 照 射 分 解 、 物 理
的 粉 砕 な ど の 方 法 に よ っ て 処 理 し て 数 平 均 分 子 量 Mnを 約 100万 ～ 1500万 程 度 と し た も の が
用 い ら れ る 。 他 の フ ッ 素 化 ポ リ マ ー に つ い て も 、 同 様 で あ る 。 こ れ ら の 粉 末 状 固 体 潤 滑 剤
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は 、 バ イ ン ダ ー 樹 脂 100重 量 部 当 り 約 5～ 100重 量 部 、 好 ま し く は 約 15～ 45重 量 部 の 割 合 で
用 い ら れ る 。 こ の よ う な 固 体 潤 滑 剤 の 添 加 割 合 は 、 必 要 な 耐 摩 擦 ・ 摩 耗 特 性 を 確 保 し 、 か
つ 必 要 な 塗 膜 強 度 特 性 を 低 下 さ せ な い と い う 見 地 か ら 選 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 充 填 剤 と し て は 、 層 状 構 造 を 有 し 、 か つ そ の 吸 油 量 (ASTM D281-95(2002)に よ り 測 定 )が
約 40～ 100ml/100g、 好 ま し く は 約 50～ 70ml/100gで あ る も の が 用 い ら れ 、 例 え ば 焼 成 カ オ
リ ン 、 乾 式 カ オ リ ン 、 マ イ カ 等 が 用 い ら れ 、 好 ま し く は 焼 成 カ オ リ ン ま た は 乾 式 カ オ リ ン
が 用 い ら れ る 。 こ の よ う に 規 定 さ れ た 吸 油 量 の 充 填 剤 を 用 い る こ と に よ り 、 つ ぎ の よ う な
効 果 が 奏 せ ら れ る 。
　 (1)バ イ ン ダ ー 樹 脂 や 固 体 潤 滑 剤 の 使 用 比 率 を 減 ら し 、 そ の 減 少 分 を 吸 油 量 を 特 定 し た
充 填 剤 に よ っ て 補 い 、 よ り 薄 い 被 膜 厚 で 摩 擦 ・ 摩 耗 特 性 と 塗 膜 強 度 特 性 の 両 立 を 図 る こ と
が で き る 。
　 (2)吸 油 量 は 、 バ イ ン ダ ー 樹 脂 と の な じ み 性 が 塗 膜 強 度 特 性 に 影 響 す る た め 、 吸 油 量 を
特 定 す る こ と に よ り 、 充 填 剤 の 配 合 量 を よ り 増 す こ と が で き 、 バ イ ン ダ ー 樹 脂 と 充 填 剤 と
の 密 着 性 に す ぐ れ た 、 安 価 で 高 強 度 の 摺 動 部 材 用 組 成 物 を 得 る こ と が で き る 。
　 (3)こ の 組 成 物 は 、 有 機 溶 媒 分 散 液 と し て 塗 布 し 、 適 用 さ れ る が 、 吸 油 量 は 有 機 溶 媒 と
の 相 溶 性 に も 影 響 し 、 そ れ を 特 定 す る こ と に よ り 、 保 存 安 定 性 が 改 善 さ れ る 。
　 (4)好 ま し い 充 填 剤 と し て 焼 成 カ オ リ ン が 用 い ら れ た 場 合 に は 、 焼 成 処 理 に よ り 有 機 物
が 分 解 さ れ る た め 、 さ ら に 白 色 度 が 高 ま る ば か り で は な く 、 分 散 性 も 向 上 す る 。
　 (5)し た が っ て 、 こ れ 以 下 の 吸 油 量 の も の で は 、 組 成 物 を 塗 布 す る 際 用 い ら れ る 溶 媒 と
の な じ み 性 が 低 下 し 、 充 填 剤 の 均 一 な 分 散 が 困 難 と な る た め 、 所 期 の 目 的 を 達 成 す る こ と
が で き ず 、 一 方 こ れ 以 上 の 吸 油 量 の も の を 用 い る と 、 固 体 潤 滑 剤 や 着 色 充 填 剤 の バ イ ン ダ
ー 樹 脂 へ の な じ み 性 が 阻 害 さ れ 、 目 的 と す る 特 性 が 得 ら れ な い よ う に な る 。 ま た 、 充 填 剤
は 、 バ イ ン ダ ー 樹 脂 100重 量 部 当 り 約 20～ 40重 量 部 、 好 ま し く は 約 25～ 35重 量 部 の 割 合 で
用 い ら れ る 。 使 用 割 合 が こ れ 以 上 で は 、 所 期 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き ず 、 一 方 こ れ 以
上 の 割 合 で 使 用 さ れ る と 、 成 膜 性 が 阻 害 さ れ 、 十 分 な 強 度 を 得 る こ と が で き な く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の 各 成 分 を 必 須 成 分 と す る 本 発 明 の 摺 動 部 材 用 組 成 物 に は 、 所 期 の 目 的 に 影 響 を 与
え な い 範 囲 内 で 他 の 配 合 剤 、 例 え ば 着 色 充 填 剤 、 界 面 活 性 剤 、 消 泡 剤 等 の 少 く と も 一 種 を
混 合 し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 組 成 物 の 調 製 は 、 N-メ チ ル -2-ピ ロ リ ド ン 、 N,N-ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド 等 の 非 プ ロ ト ン
性 極 性 溶 媒 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン 、 メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン 等 の ケ ト ン 系 溶 媒 、 ト ル エ ン
、 キ シ レ ン 等 の 芳 香 族 炭 化 水 素 系 溶 媒 な ど の 一 種 ま た は 混 合 溶 媒 を 用 い 、 デ ィ ゾ ル バ ー 等
の 攪 拌 機 、 ボ ー ル ミ ル 、 サ ン ド ミ ル 、 ア ジ ホ モ ミ キ サ 等 を 適 宜 組 合 せ て 用 い る こ と に よ っ
て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 調 製 さ れ た 組 成 物 の 摺 動 部 材 へ の 塗 布 方 法 は 、 ス プ レ ー 法 、 デ ィ ッ ピ ン グ 法 、 ロ ー ル コ
ー ト 法 、 デ ィ ス ペ ン サ 法 等 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 用 い ら れ る 塗 布 方 法 に 応 じ て
、 組 成 物 の 調 製 時 ま た は 塗 布 前 に 溶 媒 に よ る 粘 度 調 整 を す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う な 方 法 に よ り 塗 布 さ れ た 組 成 物 は 、 乾 燥 お よ び 焼 成 工 程 に よ り 組 成 物 が 含 有 す
る 溶 媒 を 蒸 発 さ せ 、 然 る 後 に 樹 脂 の 硬 化 反 応 に よ り 塗 膜 が 形 成 さ れ る 。 な お 、 組 成 中 に 含
有 さ れ る 溶 媒 と し て は 、 組 成 物 の 塗 布 に 際 し て 添 加 さ れ た 溶 媒 の 他 に 、 バ イ ン ダ ー 樹 脂 成
分 が 含 有 す る 溶 媒 が あ る 場 合 も 多 い の で 、 そ れ も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 乾 燥 は 、 用 い ら れ る バ イ ン ダ ー 樹 脂 の 種 類 に よ っ て も そ の 温 度 は 異 な る が 、 一 般 に は 約
60～ 120℃ の 乾 燥 温 度 で 行 わ れ る 。 こ の 段 階 で の 乾 燥 被 膜 は 、 最 終 的 に 求 め ら れ る 被 膜 厚
に よ っ て も 異 な る が 、 一 般 に は 約 40～ 100μ m程 度 と さ れ る 。 次 い で 行 わ れ る 焼 成 で は 、 や
は り 用 い ら れ る バ イ ン ダ ー 樹 脂 の 種 類 に よ っ て も そ の 温 度 は 異 な る が 、 一 般 に は 約 150～ 3
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00℃ の 温 度 で 焼 成 が 行 わ れ る 。 こ の 段 階 で の 焼 成 被 膜 は 、 一 般 的 に 約 30～ 70μ m程 度 の 被
膜 厚 を 有 し 、 焼 成 完 了 後 冷 却 し 、 目 的 と す る 被 膜 厚 で あ る 約 2～ 50μ m程 度 、 好 ま し く は 約
5～ 25μ m程 度 に 迄 研 磨 調 整 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 実 施 例 に つ い て 本 発 明 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 例 １
　 ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 樹 脂 (日 立 化 成 製 品 HPC-5000)100部 (重 量 、 以 下 同 じ )、 乳 化 重 合 法 PTF
E 40部 お よ び 焼 成 カ オ リ ン (吸 油 量 60ml/100g)25部 よ り な る 組 成 物 形 成 成 分 を 、 N-メ チ ル -
2-ピ ロ リ ド ン -メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン 等 重 量 混 合 物 75部 と 共 に 、 ボ ー ル ミ ル で 十 分 に 混
合 分 散 さ せ た 組 成 物 分 散 液 を 、 摺 動 部 材 と し て の ア ル ミ ニ ウ ム 試 験 片 (材 質 A6061デ ィ ス ク
)に ス プ レ ー 塗 布 し 、 用 い ら れ た バ イ ン ダ ー 樹 脂 の 種 類 に 応 じ て 200～ 230℃ で 焼 成 し 、 塗
膜 厚 30～ 40μ mの 摺 動 部 材 用 組 成 物 層 を 形 成 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 焼 成 後 、 組 成 物 層 の 塗 膜 厚 が 10μ mに な る 迄 、 研 磨 紙 に よ り 研 磨 し た 。 こ の と き 、 粗 さ R
z〔 DIN〕 =1.0± 0.5μ mの 範 囲 内 に 収 ま る よ う に 、 徐 々 に 目 の 細 か い 番 手 の 研 磨 紙 で 研 磨 し
た 。 こ の 摺 動 部 材 用 組 成 物 層 形 成 ア ル ミ ニ ウ ム 試 験 片 に つ い て 、 次 の 各 項 目 の 特 性 評 価 を
行 っ た 。
　 　 　 摩 擦 ・ 摩 耗 特 性 ： リ ン グ オ ン デ ィ ス ク 型 試 験 機 を 用 い 、 相 手 材 リ ン グ と し て デ ィ ス
ク 同 様 に 摺 動 面 粗 さ が 調 整 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 材 (A6061)を デ ィ ス ク 上 に 載 せ 、 オ イ ル に
満 た さ れ た 状 態 の 試 験 摺 動 部 に セ ッ ト し 、 上 か ら 面 圧 3.92MPaと な る 荷 重 を 負 荷 し 、 周 速 5
00mm/秒 の 回 転 速 度 で 回 転 さ せ 、 試 験 時 間 100時 間 後 の 摩 擦 係 数 を 摩 擦 特 性 と し て 評 価 す る
と 共 に 、 100時 間 後 の デ ィ ス ク 上 の 摩 耗 深 さ を 摩 耗 特 性 と し て 評 価 し た
　 　 　 強 度 特 性 ： ボ ー ル オ ン デ ィ ス ク 型 試 験 機 を 用 い 、 相 手 材 ボ ー ル (SUS、 5mm径 )を 荷 重
9.8Nで 点 圧 さ せ 、 幅 10mmを 40mm/秒 の 速 度 で 往 復 摺 動 さ せ 、 そ の 摺 動 面 塗 膜 の 状 態 を 目 視
で 観 察 し 、 塗 膜 が 破 壊 に 至 る 回 数 を 測 定 し 、 塗 膜 強 度 と し て 評 価 し た
【 ０ ０ １ ９ 】
　 実 施 例 ２
　 実 施 例 1に お い て 、 焼 成 カ オ リ ン の 代 わ り に 乾 式 カ オ リ ン (吸 油 量 55ml/100g)35部 が 用 い
ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 実 施 例 ３
　 実 施 例 1に お い て 、 PTFEの 代 わ り に MoS 2 (THOMPSON CREEK MINING社 製 品 UP-15)20部 が 、
ま た 焼 成 カ オ リ ン の 代 わ り に 乾 式 カ オ リ ン (吸 油 量 55ml/100g)30部 が そ れ ぞ れ 用 い ら れ た
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 例 ４
　 実 施 例 1に お い て 、 PTFEの 代 わ り に MoS 2 (UP-15)20部 が 、 ま た 焼 成 カ オ リ ン 量 が 40部 に 、
そ れ ぞ れ 変 更 さ れ て 用 い ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 実 施 例 ５
　 実 施 例 1に お い て 、 組 成 物 形 成 成 分 と し て ポ リ イ ミ ド 樹 脂 (新 日 本 理 化 製 品 リ カ コ ー ト PN
-20L)100部 、 MoS 2 (UP-15)15部 お よ び 乾 式 カ オ リ ン (吸 油 量 55ml/100g)35部 が 用 い ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 例 ６
　 実 施 例 5に お い て 、 乾 式 カ オ リ ン の 代 わ り に 焼 成 カ オ リ ン (吸 油 量 55ml/100g)30部 が 用 い
ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 ７
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　 実 施 例 5に お い て 、 MoS 2 の 代 わ り に PTFE 35部 が 用 い ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 例 ８
　 実 施 例 5に お い て 、 MoS 2 の 代 わ り に PTFE 35部 が 、 乾 式 カ オ リ ン の 代 わ り に 焼 成 カ オ リ ン
(吸 油 量 55ml/100g)25部 が そ れ ぞ れ 用 い ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 参 考 例 １
　 実 施 例 1に お い て 、 焼 成 カ オ リ ン が 用 い ら れ ず 、 ま た 焼 成 後 の 研 磨 に よ る 組 成 物 層 の 塗
膜 厚 が 25μ mに 変 更 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 参 考 例 ２
　 実 施 例 5に お い て 、 MoS 2 量 が 25部 に 変 更 さ れ 、 乾 式 カ オ リ ン が 用 い ら れ な か っ た 。 ま た
焼 成 後 の 研 磨 に よ る 組 成 物 層 の 塗 膜 厚 が 25μ mに 変 更 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 比 較 例 １
　 実 施 例 1に お い て 、 焼 成 カ オ リ ン が 用 い ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 比 較 例 ２
　 実 施 例 5に お い て 、 MoS 2 量 が 25部 に 変 更 さ れ 、 乾 式 カ オ リ ン が 用 い ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 比 較 例 ３
　 実 施 例 1に お い て 、 PTFE量 が 20部 に 変 更 さ れ 、 焼 成 カ オ リ ン が 用 い ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 比 較 例 ４
　 実 施 例 5に お い て 、 乾 式 カ オ リ ン が 用 い ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 比 較 例 ５
　 実 施 例 1に お い て 、 焼 成 カ オ リ ン の 代 わ り に カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク (鎖 状 構 造 、 吸 油 量 75ml/1
00g)30部 が 用 い ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 比 較 例 ６
　 実 施 例 5に お い て 、 乾 式 カ オ リ ン の 代 わ り に 同 量 の カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク (鎖 状 構 造 、 吸 油 量
75ml/100g)が 用 い ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 比 較 例 ７
　 実 施 例 1に お い て 、 焼 成 カ オ リ ン の 代 わ り に 土 状 黒 鉛 (層 状 構 造 、 吸 油 量 120ml/100g)30
部 が 用 い ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 比 較 例 ８
　 実 施 例 5に お い て 、 乾 式 カ オ リ ン の 代 わ り に 同 量 の 土 状 黒 鉛 (層 状 構 造 、 吸 油 量 120ml/10
0g)が 用 い ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 比 較 例 ９
　 実 施 例 1に お い て 、 焼 成 カ オ リ ン の 代 わ り に タ ル ク (層 状 構 造 、 吸 油 量 30ml/100g)30部 が
用 い ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 比 較 例 １ ０
　 実 施 例 5に お い て 、 乾 式 カ オ リ ン の 代 わ り に 同 量 の タ ル ク (層 状 構 造 、 吸 油 量 30ml/100g)
が 用 い ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 以 上 の 各 実 施 例 、 参 考 例 お よ び 比 較 例 で 得 ら れ た 特 性 評 価 結 果 は 、 次 の 表 に 示 さ れ る 。
な お 、 比 較 例 9～ 10に つ い て は 、 分 散 不 良 の た め 特 性 確 認 が 実 施 不 可 で あ っ た 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　  　 　
　 実 施 例 １ 　 　 　 　 　 　 　  0.3　 　 　 　 　  0.030　 　 　 　  2485
　 　 〃 　 ２ 　 　 　 　 　 　 　  0.4　 　 　 　 　  0.050　 　 　 　  3201
　 　 〃 　 ３ 　 　 　 　 　 　 　  0.6　 　 　 　 　  0.032　 　 　 　  3106
　 　 〃 　 ４ 　 　 　 　 　 　 　  0.3　 　 　 　 　  0.039　 　 　 　  2359
　 　 〃 　 ５ 　 　 　 　 　 　 　  0.3　 　 　 　 　  0.031　 　 　 　  1727
　 　 〃 　 ６ 　 　 　 　 　 　 　  0.1　 　 　 　 　  0.038　 　 　 　  1961
　 　 〃 　 ７ 　 　 　 　 　 　 　  0.8　 　 　 　 　  0.061　 　 　 　  1843
　 　 〃 　 ８ 　 　 　 　 　 　 　  0.2　 　 　 　 　  0.029　 　 　 　  2164
　 参 考 例 １ 　 　 　 　 　 　 　  0.5　 　 　 　 　  0.035　 　 　 　  1697
　 　 〃 　 ２ 　 　 　 　 　 　 　  0.3　 　 　 　 　  0.038　 　 　 　  1552
　 比 較 例 １ 　 　 　 　 　 　 　  0.4　 　 　 　 　  0.033　 　 　 　   972
　 　 〃 　 ２ 　 　 　 　 　 　 　  0.2　 　 　 　 　  0.029　 　 　 　   855
　 　 〃 　 ３ 　 　 　 　 　 　 　  3.4　 　 　 　 　  0.042　 　 　 　  1825
　 　 〃 　 ４ 　 　 　 　 　 　 　  5.2　 　 　 　 　  0.031　 　 　 　  1621
　 　 〃 　 ５ 　 　 　 　 　 　 　  4.2　 　 　 　 　  0.075　 　 　 　  1521
　 　 〃 　 ６ 　 　 　 　 　 　 　  3.3　 　 　 　 　  0.091　 　 　 　  1749
　 　 〃 　 ７ 　 　 　 　 　 　 　  1.5　 　 　 　 　  0.051　 　 　 　   323
　 　 〃 　 ８ 　 　 　 　 　 　 　  2.1　 　 　 　 　  0.030　 　 　 　   202
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の 結 果 か ら 、 次 の よ う な こ と が い え る 。
　 (1) 各 実 施 例 に お い て は 、 塗 膜 厚 を 厚 く し た 参 考 例 1～ 2よ り も 薄 い 塗 膜 厚 で も 、 摩 擦 ・
摩 耗 特 性 を 同 等 に 維 持 し つ つ 、 塗 膜 強 度 特 性 が 同 等 以 上 の 破 壊 回 数 と し て 示 さ れ る 。
　 (2) カ オ リ ン を 用 い ず 、 あ る い は さ ら に 固 体 潤 滑 剤 を 増 量 し た 比 較 例 1～ 2で は 、 従 来 塗
膜 厚 の 25μ mの 場 合 (参 考 例 1～ 2)よ り も 、 塗 膜 強 度 が 低 下 し て い る 。
　 (3) 塗 膜 厚 10μ mで あ っ て 、 カ オ リ ン を 用 い ず 、 固 体 潤 滑 剤 量 を 減 ら し た 比 較 例 3～ 4で
は 、 参 考 例 1～ 2と 同 等 の 塗 膜 強 度 は 有 す る も の の 、 摩 耗 特 性 が 著 し く 低 下 し て い る 。
　 (4) 吸 油 量 が 40～ 100ml/100gで あ っ て も 、 層 状 構 造 を も た な い 充 填 剤 を 用 い た 比 較 例 5
～ 6で は 、 参 考 例 1～ 2と 同 等 の 塗 膜 強 度 は 有 す る も の の 、 摩 耗 特 性 が 著 し く 低 下 し て い る
。
　 (5) 層 状 構 造 を 有 し て い て も 、 吸 油 量 が 100ml/100g以 上 の 充 填 剤 を 用 い た 比 較 例 7～ 8で
は 、 塗 膜 強 度 が 著 し く 低 下 し て い る 。
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　 　 　 　 　 　 　  特 性 評 価 項 目  　 　 　 　 　 　 　
　  例  　 摩 耗 深 さ (μ m) 摩 擦 係 数 破 壊 回 数 (回 )
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